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④ 一方 B と C を比べると、B に向かって    へ傾いている 

ことがわかる。 
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①        の層は１つしかないので、この層はすべて 

同じ年代のものといえる。このように、地層を調べる手が 
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機械で穴を掘り、地層の試料を取り出す方法を         という。 
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◎地層にはたらく力 

  

 

 

 

 

押す力や引く力がはたらいてできる。 

 

 

 

 

地層に力がはたらき、押し曲げられる。 

 

 

 図１はある地点の地形図で、図２は A～C 地点の       である。 
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